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みんなで心を合わせ

　3月30、31日の2日間、ユーモールで『演劇ワ

ークショップ』が行われました。

　みんなで心を合わせて、大きなじゆうたん（古

新聞紙）を浮き上がらせます。

（詳しくは『なかさとウォッチング』で）

●話題出来事なかさとウォッチング………⑤～⑦

●4月28日は投票日です………一……・………・…⑧

●国民年金に関するお知らせ………………・・……・⑨

●里創プラン通信・………………・……・・…………・⑩

●環境だより・………………・……………・・…・…・…⑪

●お知らせ・…………………………………・・…⑫～⑭



平成 ・年度

、
轟
閣

織
　
　
幽

一般会計3，853，000ヂ，ワ　綴別会計2，520，200ヂ，ワ

平成14年度一般会計・特別会計予算

一般饗謙・
国展健康保険

所
斯
健
道
道
険

欝
欝
灘
諦
　

懸
　
翻
　
嚢
『
辞
繋

3，853，000千円

550，000千円

　74，000干円

　47，600干円

692，500干円

拓0，000干円

602，400干円

403，700干円

2，520，200華円

欝灘欝醤鰯灘麗

村の財政状況は．平成紐年度決算驚はi経常収支比率78。3％（前

年79．0％）、公債跳率拝．8％凝前蕪緬．5％）．i起債制限地率（3

ヶ月平均）40．了％（前隼9。7脇）．財政力指数（単i華獲）0．222（前

年0。242）とな蓼誕嚇まず。

村行政執肇剥蕊つ憐羅ぱ．依然愚口驚逡麟櫛自琶財源の中。地

域住民の福祉の発葵．蝶適な環境整備隷どを積極的に推進する

だめ．財源の重黙駒配分を墓泰老膨羅幾初離算を編成1譲獣》だ。

一般会計藩算案の総額ぽ38億i灘麟鍍窟万円．対前葬比95．静砿

特別嚢計ぽ国琵健康保険嚢詳をぽ鐵め蒸悲道事業螢誹謙葱瀦螢

計釜体還轡羅盤億盤藩翅藩円．織罐離翻母。3輸議顯鎌臓認

難灘難癖懸讐難麟辮熱難難癖鞭欝繋蕪懸蕪藥難癖難難鞭懸難難蕪嚢趨難蕪鑛籍雛懸辮蕪繋懸難雛難難鞍鐵懸樽襲襲磯難磁雛鶴鞭難麟馨繋麟懸蕪藩馨難響癖懸轡響

ノ般会計予算

歳出3，853，000千円 歳入3，853，000千円

　％』q
費
1
6
費

会
3
工

議
7
1
商

灘1：：：：1：』1

叢撒麟幾業叢
欝癒．灘蓬磯醗欝

衛生費
364，628
（9．5％）

灘叢灘
鞭i懲，隷縫

醸難難
鰹鍵藁
翻，鰹羅

鯉．欝鱒

労働費17，476（0．5％）

その他（0．6％）

予備費10，000千円
災害復旧費9，943千円

諸支出金500千円

公債嚢
麗講望505・

（23．誰％）

総務費
492，721
（12．8％）

灘灘
　
鰯

地方譲与税
51，000干・円（1．3％）

地方消費税交付金
58，000干円（1．5％）

分担金及び負担金
64，275干・円（1、7％）

使用料及び手数料
77，482千円（2．0％）

国庫支出金
95，770干円（2．5％

村債

lll翻千円■

県支出金
235，56曝麟織

　　繰入
　　237，691干円
　　（62黙

懸灘
灘．灘灘獺
難懸慧

諸収入46，338干円（1．2％）

その他（2．1％）

繰越金30，000千円
自動車所得税交付金25，000千円
財産収入11，344千円
地方特例交付金10，000千円
利子割交付金5，000千円
交通安全対策特別交付金1，300千円
寄付金1千円

灘叢叢難麟
灘纐鑓i，懲醗繋鶏

麓慧．難欝

2



翻輔織臨

　
村
税
に
つ
い
て
は
、
恒
久
的
減
税

措
置
や
昨
今
の
景
気
の
動
向
を
反
映

し
、
前
年
比
の
9
7
・
6
％
に
あ
た
る

1
千
6
百
5
0
万
円
減
で
見
込
み
ま
し

た
。　

利
子
割
交
付
金
に
お
い
て
は
、
平

成
1
2
・
1
3
年
に
満
期
を
迎
え
た
高
利

率
の
預
金
に
よ
り
伸
び
が
あ
っ
た
も

の
の
平
常
べ
ー
ス
と
な
り
1
千
1
百

万
円
の
減
額
と
し
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の

交
付
税
特
別
会
計
が
、
巨
額
な
通
常

収
支
の
不
足
と
恒
久
的
な
減
税
の
実

施
に
よ
り
平
成
8
年
度
以
降
7
年
間

連
続
し
て
赤
字
会
計
と
な
り
、
国
の

予
算
で
は
前
年
比
9
6
・
0
％
と
縮
減

し
て
お
り
基
準
財
政
需
要
額
の
経
常

経
費
に
お
い
て
は
臨
時
財
政
対
策
債

へ
の
振
替
分
が
大
幅
な
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
単
独
事
業

費
の
1
0
％
カ
ッ
ト
に
よ
る
投
資
的
経

費
の
縮
減
、
事
業
費
補
正
の
見
直
し

に
よ
り
公
共
事
業
に
係
る
地
方
債
充

当
率
の
引
き
下
げ
や
算
入
率
の
大
幅

引
き
下
げ
、
あ
る
い
は
段
階
補
正
の

見
直
し
に
よ
る
減
額
等
の
マ
イ
ナ
ス

要
因
に
よ
り
や
む
を
得
ず
7
千
万
円

の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
の
減
は
、
農

地
費
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
係
る
事

業
費
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
国
県
支
出
金
の
減
は
、
土
木
費
に

お
け
る
特
定
地
区
公
園
事
業
と
地
方

道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
、
雪
寒

事
業
（
消
雪
パ
イ
プ
）
の
事
業
費
減

及
び
農
林
水
産
業
費
に
お
い
て
中
山

間
地
域
活
性
化
総
合
対
策
事
業
や
棚

田
地
域
緊
急
対
策
事
業
等
の
減
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
基
金
繰
入
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ハ
ー
ド
事
業
充
当
の
為
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
主
な
充
当

事
業
は
、
下
水
道
整
備
に
「
環
境
整

備
基
金
」
を
3
千
5
百
万
円
、
「
ミ
オ

ン
」
・
「
ゆ
く
ら
」
の
運
営
に
「
ふ
る

さ
と
創
生
基
金
」
を
3
千
万
円
、
更

に
、
雪
寒
事
業
（
消
雪
パ
イ
プ
）
と

県
営
道
路
事
業
負
担
金
・
村
道
改
良

事
業
に
は
「
建
設
基
金
」
を
3
千
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
崩
し
繰
り
入
れ

と
し
、
地
方
交
付
税
、
村
税
等
の
一

般
財
源
減
収
分
を
補
て
ん
し
て
お
り

ま
す
が
、
起
債
・
交
付
税
等
留
保
財

源
数
値
が
確
定
し
だ
い
年
度
中
に
で

き
る
だ
け
戻
し
を
か
け
後
年
度
の
財

源
調
整
に
備
え
ま
す
。

　
諸
収
入
は
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
助

成
事
業
に
よ
る
雑
入
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
村
財
源
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
お
り
ま
す
村
債
は
、
農
林
水
産

業
債
の
県
営
土
地
改
良
事
業
分
、
県

営
た
め
池
等
整
備
事
業
分
、
担
い
手

育
成
基
盤
整
備
事
業
分
、
村
道
整
備

事
業
分
で
昨
年
同
額
の
4
千
万
円
の

計
上
と
し
ま
し
た
。
土
木
債
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
道
整
備
事
業
分
の
減

少
、
特
定
公
園
事
業
費
分
の
減
に
よ

り
差
し
引
き
3
千
7
百
万
円
の
減
額

借
り
入
れ
と
し
ま
し
た
。
減
収
補
て

ん
債
は
、
昨
年
と
同
額
を
見
込
み
、

地
方
交
付
税
の
減
額
分
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
と
地
方
で
の
折
半
分
の
臨

時
財
政
対
策
債
を
1
億
2
千
万
円
見

込
み
、
前
年
比
4
0
・
2
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
起
債
に
対

し
ま
し
て
も
、
後
年
度
の
財
政
負
担

を
考
慮
し
、
交
付
税
措
置
の
多
い
も

の
を
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

灘
総
務
関
係

　
企
画
関
連
に
つ
い
て
は
、
里
創
プ

ラ
ン
に
係
る
負
担
金
が
増
と
な
り
、

地
域
振
興
費
に
お
い
て
は
田
沢
地
区

集
会
施
設
に
係
る
補
助
金
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　
選
挙
費
で
は
、
参
議
院
議
員
補
欠

選
挙
を
始
め
県
議
会
議
員
選
挙
、
農

業
委
員
選
挙
に
つ
い
て
そ
の
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
克
雪
対
策
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
雪
降
ろ
し
の
重
労
働
及
び
事

故
か
ら
の
解
消
を
図
り
快
適
な
雪
国

の
生
活
を
確
保
し
、
生
活
環
境
の
安

全
性
と
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

繊
鶴
壁
鵜
継
関
搬

　
住
基
関
係
は
、
平
成
1
5
年
度
か
ら

全
国
ど
こ
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、

住
民
票
の
交
付
請
求
が
行
え
る
よ
う

シ
ス
テ
ム
構
築
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
福
祉
関
係
及
び
保
健
衛
生
関
係
予

算
は
、
総
額
に
お
い
て
昨
年
と
ほ
ぼ

同
額
の
予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。　

そ
の
中
で
福
祉
関
係
の
特
徴
は
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
i
事
業
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
ま
し
た
。
認
可
保
育
所
は
、

早
朝
保
育
を
1
5
分
、
居
残
り
保
育
を

15

分
、
計
3
0
分
の
保
育
時
間
を
延
長

し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
所
建
設
準

備
委
員
会
を
開
催
し
、
建
設
に
向
け

て
準
備
を
す
す
め
る
予
定
で
お
り
ま

す
。　

予
算
計
上
は
な
い
も
の
の
、
平
成

15

年
度
か
ら
知
的
・
身
体
障
害
者
事

業
に
か
か
る
措
置
制
度
が
支
援
費
制

度
に
移
行
す
る
た
め
の
準
備
事
務
が

生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
保
健
衛
生
関
係
の
特
徴
は
、
疾
病

予
防
対
策
が
重
要
視
さ
れ
る
中
で
、

老
人
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事

業
を
当
初
予
算
で
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
B
型
・
C
型
肝
炎
検
査
を
検

診
事
業
に
加
え
ま
し
た
。

灘
環
醗
衛
壁
関
係
驚
響
雛
羅

　
環
境
汚
濁
及
び
土
壌
・
大
気
汚
染

防
止
に
努
め
、
焼
却
場
施
設
負
荷
の

減
少
を
図
る
た
め
生
ゴ
ミ
処
理
器
設

置
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

循
環
型
社
会
構
築
、
つ
ま
り
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
の
推
進
と
致
し
ま
し
て
本

年
度
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト

レ
イ
の
分
別
収
集
を
開
始
い
た
し
ま

す
。

　
快
適
環
境
や
水
質
汚
濁
防
止
の
為
、

引
き
続
き
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
事

業
を
実
施
し
河
川
等
公
共
水
域
と
生

活
環
境
の
浄
化
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
1
4
年
1
2
月
か
ら
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
法
律
基
準
が
一
層
厳
し

い
内
容
に
な
る
為
、
津
南
地
域
衛
生

施
設
組
合
で
は
焼
却
場
の
施
設
改
善

工
事
を
本
年
秋
ま
で
に
完
成
す
る
運

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

講
濃
撚
閑
係
繕
籔
麟
羅

　
先
ず
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
に
つ
い
て
で
す
が
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
等
に
よ
り
、
多
面
的
機
能

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
山
間
地
域

に
お
い
て
農
業
生
産
の
維
持
確
保
を

図
る
為
、
二
十
二
の
協
定
を
締
結
し

該
当
す
る
2
百
8
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

し
5
千
6
百
万
円
を
国
、
県
、
村
で

支
払
う
よ
う
計
上
し
ま
し
た
。

平成14年4月／0日広報：なかさと3
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平
成
12
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
事
業
は
、

米
の
在
庫
量
、
需
要
量
の
下
方
修
正

を
考
慮
し
、
緊
急
拡
大
分
が
そ
の
ま

ま
継
続
さ
れ
、
県
か
ら
2
百
3
6
・

6
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
作
面
積
が
配

分
さ
れ
ま
し
た
。
村
で
は
、
水
田
経

営
確
立
助
成
と
し
て
大
豆
、
そ
ば
団

地
誘
導
加
算
や
集
落
推
進
費
を
単
独

事
業
と
し
て
推
進
を
図
り
、
当
村
に

割
り
当
て
ら
れ
た
生
産
調
整
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
達
成
と
望
ま
し
い
水
田
営

農
の
確
立
の
た
め
の
予
算
と
し
ま
し

た
。　

農
地
関
係
事
業
で
は
、
次
の
県
営

事
業
で
農
業
農
村
整
備
を
推
進
し
農

地
の
利
用
集
積
を
促
進
し
な
が
ら
農

業
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。　

県
営
土
地
改
良
事
業
は
、
清
津
川

右
岸
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
工
事
を
継
続
実

施
し
ま
す
。
県
営
た
め
池
等
整
備
事

業
は
、
桔
梗
原
、
程
島
頭
首
工
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

で
は
、
倉
俣
地
区
の
工
事
を
継
続
実

施
し
、
県
営
農
地
環
境
整
備
事
業
は
、

角
間
地
区
の
工
事
を
継
続
実
施
し
ま

す
。　

林
道
に
つ
い
て
は
、
新
屋
敷
線
開

設
事
業
継
続
実
施
、
田
代
線
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
等
を
継
続
実
施
し
ま

す
。
ま
た
西
方
線
の
用
地
整
備
事
業

を
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
方
産

業
育
成
資
金
枠
、
村
単
独
緊
急
経
営

支
援
事
業
枠
を
、
前
年
度
と
同
額
と

し
て
、
引
き
続
き
中
小
企
業
の
経
営

安
定
を
図
り
ま
す
。

　
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な

観
光
資
源
で
あ
る
自
然
を
活
用
し
た

誘
客
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
国
道
3
5
3
号
小
原
バ
イ
パ
ス
（
山

崎
～
小
原
間
）
は
、
本
年
度
山
崎
地

内
1
1
7
号
交
差
点
か
ら
用
地
買
収

に
入
り
、
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
わ
り
な
が
ら
、
一
日

で
も
早
く
完
工
出
来
ま
す
よ
う
協
力

に
事
業
を
推
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
同
じ
く
国
道
3
5
3
号
倉
下
か

ら
葎
沢
間
は
、
安
全
で
雪
に
強
い
道

路
づ
く
り
を
目
指
し
て
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
県
道
改
良
事
業
で
あ
り
ま

す
が
、
主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町

津
南
線
貝
野
地
内
、
中
深
見
越
後
田

沢
停
車
場
線
重
地
地
内
、
清
津
公
園

線
小
出
地
内
、
田
沢
水
沢
線
市
之
越

地
内
の
四
路
線
に
お
い
て
、
地
域
の

生
活
道
路
と
し
て
改
良
が
進
む
よ
う

物
件
補
償
、
用
地
買
収
を
は
じ
め
改

良
工
事
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
新
規
に
三
五
三
号
角
間
地
内

防
止
柵
の
設
置
、
継
続
工
事
と
し
て

重
地
・
芋
川
地
内
の
ス
ノ
ー
シ
エ
ツ

ド
工
事
も
実
施
し
ま
す
。

　
砂
防
河
川
関
係
で
は
、
重
地
・
如

来
寺
地
内
の
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対

策
と
、
倉
俣
地
内
稲
荷
川
上
流
ダ
ム

工
事
を
継
続
す
る
と
供
に
、
新
規
に

宮
中
貝
野
川
砂
防
事
業
に
着
手
し
災

害
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
更
に
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
「
ゆ
く

ら
の
原
っ
ぱ
水
辺
公
園
事
業
」
を
芋

川
地
内
で
実
施
し
ま
す
。

　
村
道
改
良
事
業
と
し
ま
し
て
は
、

東
田
沢
神
社
線
、
東
田
尻
山
手
線
の

改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金

事
業
で
は
、
如
来
寺
大
原
線
の
側
溝

修
繕
を
継
続
し
更
に
舗
装
補
修
整
備

に
努
め
ま
す
。

　
雪
寒
地
域
建
設
機
械
整
備
事
業
で

は
、
除
雪
ド
ー
ザ
の
更
新
を
行
い
冬

期
生
活
道
路
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

又
、
雪
寒
地
域
道
路
事
業
で
は
、
総

合
セ
ン
タ
ー
通
り
線
に
消
雪
パ
イ
プ

を
新
設
し
、
生
活
し
や
す
い
雪
国
環

境
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
市
之
越
地
内
に
防
火

水
槽
を
、
又
、
田
沢
本
村
に
機
具
置

き
場
を
整
備
し
、
管
内
一
斉
に
団
員

用
編
み
上
げ
安
全
靴
を
貸
与
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
4

年
度
か
ら
学
校
完
全
週
五
日
制
の
下
、

ゆ
と
り
の
中
で
特
色
あ
る
教
育
を
展

開
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間

性
や
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
な

ど
の
「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る
こ

と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と
し
、
教
育

内
容
の
厳
選
、
授
業
時
数
の
縮
減
、

選
択
学
習
の
幅
の
拡
大
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
創
設
な
ど
、
新
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
く
学
校
運
営
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
伴
い
ま
し
て
、
小
・

中
学
校
と
も
に
改
正
さ
れ
た
教
科
用

図
書
に
よ
る
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
指
導
用
図
書
の
教
材
整
備
に
つ

き
ま
し
て
も
併
せ
て
実
施
い
た
し
ま

す
。

　
平
成
1
4
年
度
か
ら
小
学
校
1
学
年

に
お
け
る
少
人
数
学
級
の
実
施
に
伴

い
、
田
沢
小
学
校
の
1
学
年
は
32
人

以
下
学
級
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
学
習
相
談
員

を
配
置
い
た
し
ま
す
。
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
へ
の
取
り
組
み
に
対
し

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
1
推
進
事
業
」
を
継

続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
大
学
や
専
門
学
校
へ
の
進

学
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
保

護
者
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
奨
学
基
金
の
増
額
を
行
い
安

定
的
な
貸
し
付
け
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
更
に
、
学
校
施
設
等
の
整
備
関
係

に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
の
登

下
校
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の
更
新
、
倉
俣
小
学
校
の

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
、
中
学
校
前

庭
の
舗
装
及
び
今
後
の
施
設
整
備
計

画
に
資
す
る
た
め
、
田
沢
小
学
校
や

中
里
中
学
校
の
学
校
用
地
の
現
況
測

量
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
「
人
間
は
心
の
豊
か
な
生

活
を
す
る
た
め
生
涯
学
習
が
必
要
で

あ
る
」
と
の
主
旨
か
ら
昨
年
度
に
引

き
続
き
そ
の
こ
と
を
啓
発
し
、
幅
広

い
年
代
層
を
対
象
に
各
種
の
学
習
機

会
を
数
多
く
設
け
、
村
民
の
参
加
を

促
す
と
と
も
に
住
民
と
一
緒
に
「
心

豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
村
」
に
す
る

に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
度
か
ら
は
学
校
完
全

週
五
日
制
が
導
入
さ
れ
、
児
童
生
徒

の
休
日
は
、
家
庭
や
地
域
の
み
な
さ

ま
で
面
倒
を
見
る
よ
う
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
社
会
に
お
い
て
は

ま
だ
ま
だ
土
曜
日
が
休
暇
で
な
い
事

業
所
が
多
い
た
め
、
行
政
に
お
い
て

自
然
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ア
体
験
学
習

を
中
心
に
し
た
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

更
に
、
児
童
生
徒
が
い
ろ
い
ろ
な
学

習
を
選
択
参
加
で
き
る
よ
う
、
津
南

町
と
協
力
し
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の

機
会
を
大
き
く
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
学
社
連
携
・
融
合
に
つ
い
て
は
、

4
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学
校
を
始
め
と
し
た
各
種
催
し
に
つ

い
て
総
合
的
な
日
程
計
画
を
組
む
中

で
学
校
や
住
民
が
活
動
し
や
す
い
場

つ
く
り
と
、
個
人
情
報
保
護
を
考
慮

し
た
う
え
で
の
人
材
バ
ン
ク
を
再
構

築
し
、
デ
ー
タ
ー
を
蓄
積
し
な
が
ら

学
校
支
援
や
学
習
講
座
の
支
援
に
努

め
て
生
き
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、

村
内
随
所
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
埋
蔵

文
化
財
の
把
握
と
国
・
県
・
村
の
道

路
改
良
や
農
業
関
係
整
備
で
工
事
の

行
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
重
点
に
遺
跡
発

掘
、
整
理
に
努
め
ま
す
。

　
遺
跡
発
掘
事
業
と
し
て
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
中
島
遺
跡
と
内
後
遺
跡

を
中
心
に
務
め
、
県
道
小
千
谷
十
日

町
津
南
線
改
良
の
早
期
完
成
に
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

無
く
な
り
つ
つ
あ
る
雪
国
農
村
自
然

文
化
財
の
保
護
、
収
集
、
整
理
と
そ

れ
を
継
承
す
る
者
の
育
成
に
務
め
る

と
と
も
に
、
国
の
事
業
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
記
録
撮
影
を
津
南
町
・
松
之

山
町
と
と
も
に
実
施
す
る
事
に
し
て

い
ま
す
。

　
社
会
体
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例

年
通
り
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
協
力
し
て

各
種
大
会
や
教
室
を
開
催
し
な
が
ら
、

「
運
動
は
健
康
の
源
で
あ
る
」
こ
と

を
村
民
に
啓
蒙
し
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
と

同
時
に
現
有
体
育
施
設
の
維
持
、
管

理
、
運
営
に
心
し
、
村
民
に
親
し
ま

れ
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

努
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
村
全
体
の

体
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
ま
す
。

繊
懸
翻
糞
謙

　
民
生
課
関
連
の
全
て
の
会
計
で
増

額
予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
保
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

人
保
険
会
計
へ
の
拠
出
金
が
増
大
し

た
予
算
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
税
率

改
正
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
倉
俣
診
療
所
会
計
は
、

診
療
報
酬
1
0
％
増
額
を
計
上
し
、
繰

入
金
の
な
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
診
療
所
会
計
に
お
い
て
は
診
療

報
酬
の
増
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
が

繰
入
金
を
減
額
し
た
予
算
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
老
人
保
健
会
計
は
1
3
年
度
予
算
編

成
に
お
い
て
、
介
護
保
険
実
施
に
よ

り
医
療
費
の
減
額
を
予
測
し
ま
し
た

が
、
予
測
し
た
ほ
ど
の
減
額
に
至
ら

ず
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
分
本
年
度

拠
出
金
増
額
の
予
算
編
成
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
会
計
で
の
事
業
は
、
順
調

に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
介
護
保
険

料
は
3
年
毎
に
見
直
す
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
は
保
健

福
祉
計
画
見
直
し
と
と
も
に
保
険
料

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
は
中
央
地
区
の
配
水
池
の
増

設
工
事
を
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
本

年
度
は
水
源
ポ
ン
プ
を
入
れ
替
え
水

量
の
安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。
下
水

道
関
連
の
布
設
替
え
と
し
て
は
、
中

央
地
区
・
倉
俣
地
区
を
本
年
度
で
概

ね
工
事
完
了
を
予
定
し
、
今
後
は
貝

野
地
区
を
県
道
改
良
工
事
と
併
せ
て

重
点
的
に
整
備
を
進
め
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

未
普
及
地
域
の
重
地
集
落
を
本
年
度

中
に
村
営
簡
易
水
道
に
編
入
し
、
県

道
改
良
・
下
水
道
・
水
道
の
三
事
業

の
同
時
施
工
で
効
率
的
な
事
業
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
村
道
改
良
と
同
時
施
工
や

漏
水
対
策
工
事
を
行
い
、
安
全
で
安

定
し
た
給
水
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
引
き
続
き
加
入
者
の
水
洗

化
工
事
の
た
め
に
改
造
費
等
の
資
金

預
託
事
業
費
、
ま
た
下
水
道
施
設
維

持
管
理
費
等
、
供
用
開
始
に
伴
う
経

費
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
併

せ
て
、
管
渠
工
事
を
継
続
し
供
用
区

域
の
拡
大
に
努
め
、
地
域
の
環
境
整

備
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

¢翰

）

平
成
鎚
難
4
欝
並
臼
よ
紛
老
磯
礫
纏
法
の
規

定
に
基
鰯
態
欝
搬
者
医
療
饗
の
薗
琶
糞
撫
額

が
次
の
髭
籔
紛
磯
鑑
叢
轟
議
総
灘
o

羅
銚
薬
の
揚
盆

①
建
額
制
の
診
療
所
　
　
※
改
定
後
　
謹
圏
健
霧
憲
霧
5
◎
周

※
簿
鰹
凋
縫
籔
圏
以
進
通
院
麟
難
場
合
麟
、
懸
の
網
の
籔
圏
圏
以
降
の
通
院

　
灘
蓼
懲
難
ぽ
負
担
麟
灘
爆
ま
慧
ん
。

②
病
院
藻
雛
難
簗
制
の
診
療
所

　
一
都
難
糧
幾
ぽ
鷹
療
費
の
灘
割
驚
欝
が
．
岡
一
の
薩
療
機
関
畷
の
鐵
撞
額

　
瀞
讐
搬
嬬
鷹
繊
講
の
額
縫
達
馨
だ
ど
毒
麟
．
懸
の
後
は
翻
琶
負
撞
ぽ
あ
鰻

　
諜
懸
灘
、
．

◎
陵
療
機
関
嚢
院
撚
処
灘
慧
溝
巻
交
付
さ
翫
懸
が
蓼
提
叢

　
・
裁
饗
欝
数
撚
鍵
⑧
⑧
鎌
鎌
講
の
病
院
　
魯
．
盤
◎
◎
罵

　
・
織
饗
欝
数
撚
鍵
⑧
㊤
鎌
鎌
墨
の
病
院
　
籔
．
諺
⑧
◎
隠

◎
鷹
療
機
関
懸
院
熱
拠
叢
懸
潴
巻
交
懸
さ
雑
難
叢

　
・
蝶
饗
欝
数
欝
鍵
◎
◎
鎌
謙
溝
の
病
院
　
鷹
療
機
闘
響
薄
．
鰯
⑳
◎
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薬
趨
懇
講
．
6
0
◎
嗣

　
．
裁
饗
欝
数
撚
鐙
⑧
⑧
鎌
以
叢
の
　
　
・
薩
療
機
関
懸
盤
．
欝
鰯
⑧
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
薬
矯
驚
盤
．
㊧
緩
◎
爾

祖
父
母
蒙
級
馨
開
催
飛
議
蕪
撚

　
孫
㊥
蕃
響
鰻
儀
鞍
騨
癒
、
悩
灘
驚
雛
覇
護
謹
・
懇
嶺
護
麟
巻
み
捻
懸
響
話

麟
欝
騨
婁
愚
鋸
糞
換
巻
膿
驚
闘
題
蓬
解
決
じ
讃
膨
漢
轟
．
、

灘
離
象
蕎
　
・
保
欝
園
爽
園
前
の
乳
幼
蝿
を
保
欝
麟
驚
麟
馨
懸
焚
母

　
　
　
　
　
・
蕊
燕
懸
懲
孫
の
藩
織
鰻
巻
撫
愚
藩
建
の
炎

鞭
圏
　
聴
　
醸
戴
繍
難
難
翻
鍵
圏
㈱

　
　
　
　
　
蕪
繭
鐙
購
齢
鐙
～
輸
騰
薦
繍
蒔
頃
終
羅
羅
建
響
鎌
、
》

繊
揚
　
所
　
囎
璽
載
保
健
懸
灘
タ
ー
　
◆
串
込
み
締
灘
篠
翻
驚
圓
㈱

灘
鞭
遮
謬
・
聞
欝
慧
錨
　
鞭
璽
糧
役
場
民
盤
課
　
饗
⑳
欝
i
＄
灘
灘
灘

熟
誌
孫
謎
霧
馨
違
薦
蒸
《
悉
鑑
ぽ
劉
室
慧
預
が
鰻
蒙
載
の
餐
、
麟
遮
み
購
欝

　
俵
難
《
蓬
懲
験
．
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、
』
癒
．

懸
雛
．

．
麟
瓢
饗
繕

繊灘

纏議

謙．

綴

　
3
月
2
9
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

細
内
信
孝
氏
を
講
師
に
招
き
、
地
域

異
種
連
携
推
進
モ
デ
ル
事
業
講
演
会

「
地
域
を
元
気
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
細
内
先
生
は
、
講
演
の
中
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
「
利
益

追
求
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
間
」
と

位
置
付
け
、
「
あ
る
仕
事
（
地
域
活
性

の
手
伝
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
に

一
定
の
対
価
を
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

仕
事
に
対
す
る
責
任
感
や
情
熱
等
に

よ
り
人
間
性
の
回
復
、
ま
た
は
さ
ら

に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た
仕
事
を
地

域
の
人
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
と
し
、
地
域
密
着
型
の
自
然

や
人
に
負
担
を
か
け
な
い
仕
事
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
徴
と

説
明
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
細
内
先
生
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
秘

訣
と
し
て
、
そ
の
活
動
が
「
自
分
起

こ
し
に
な
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
こ

と
が
大
切
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

’

　
3
月
9
日
㈹
、
な
か
さ
と
清
津
ス

キ
ー
場
を
会
場
に
、
『
ヴ
ィ
・
リ
ゾ
ー

ト
中
里
・
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
2
0
0

2
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
と
て
も
天
気
が
よ
く
、
雪

上
サ
ッ
カ
i
大
会
や
雪
の
す
べ
り
台

等
、
午
後
の
早
い
時
間
か
ら
多
く
の

人
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
午
後
6
時
を
ま
わ
っ
た
あ
た
り
か

ら
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
ゲ
レ
ン
デ
に

設
置
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
が
点
火
さ

れ
、
す
っ
か
り
暗
く
な
る
頃
に
は
ゲ

レ
ン
デ
が
光
の
海
に
姿
を
変
え
、
キ

ャ
ン
ド
ル
の
幻
想
的
な
光
と
、
そ
こ

を
舞
台
に
行
わ
れ
る
た
い
ま
つ
滑
降
、

メ
モ
リ
ー
花
火
の
美
し
さ
に
集
ま
っ

た
人
達
は
見
と
れ
、
縄
文
世
界
を
模

っ
た
『
縄
文
火
焔
祭
祀
』
の
演
出
・

演
舞
に
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
関
係
者
の
間
で
は
、
「
天

気
が
良
く
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
」
「
風

で
キ
ャ
ン
ド
ル
が
消
え
る
こ
と
な
く
、

最
後
ま
で
き
れ
い
に
点
い
て
い
て
く

れ
た
。
」
等
、
大
成
功
し
た
今
年
の
雪

原
力
ー
ニ
バ
ル
は
お
お
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　響鷺鐸
縄

、
購
叢
夢

、
蝋

爵

　　　　　繍
　　　　　捻
　　　　鱒　　　　鞭　　　糠

輝
欝
雛鞭難

駒’

鎌
難

6



村
山
幸
枝
さ
ん

員
野
小
の
隔
斐
塁
達
に

　
　
　
　
　
文
集
贈
呈

　
3
月
盤
臼
團
、
村
山
幸
枝
さ
ん
が
貝

野
崩
学
校
を
訪
れ
、
体
奮
館
廼
文
集
贈

墨
試
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
樹
幽
幸
枝
さ
ん
は
貝
野
繊
の
O
B
姪
、

廓
学
5
年
の
と
き
に
進
行
性
筋
萎
縮
症

莚
発
病
。
現
在
は
長
野
市
の
社
会
福
祉

法
入
・
長
野
若
槻
園
で
働
き
、
輿
野
崩

学
校
催
児
董
文
庫
を
2
0
年
以
上
も
贈
り

続
は
．
図
書
室
に
は
『
さ
ち
疑
文
庫
騒

が
開
設
さ
靴
て
い
諜
ず
。

　
贈
墨
さ
篇
た
文
集
は
、
輿
野
鵬
の
蝿

嚢
た
ち
が
礁
軍
の
制
月
6
臼
．
村
幽
幸

枝
さ
ん
の
働
繍
て
い
る
若
槻
園
健
、
交

流
訪
闘
じ
た
＆
き
の
写
翼
や
、
縄
董
た

ち
の
樵
文
・
絵
が
ま
＆
め
ら
糀
て
お
り
、

塗
ペ
ー
勢
力
籔
ー
驚
、
＆
て
慈
色
鮮
類

雛鱗

撚
繋
嚢

嵐

　麟
＄

醤

囎

か
な
文
集
で
ず
。

　
贈
墨
式
認
は
、

　
　
　
　
　
　
キ
　
ド
ロ
　
　

駿
『
縦
葦
ミ
．

鐸

．
蓼
繋

　
嚢
　
錘
　
　
謹
．
．

傷

　
　
　
　
　
　
　
村
幽
さ
為
懲
金
校
蝿

童
｝
識
一
人
罐
霧
渡
じ
饗
文
集
蓬
贈
⑳
，

蝿
童
た
ち
は
太
切
そ
う
儀
築
顔
遜
受
隊

取
つ
て
い
隷
じ
た
。

　
蝿
董
薩
ち
ば
、
文
集
蒼
繍
楚
だ
繍
楚

お
礼
＆
じ
て
．
リ
璽
ー
一
ダ
ー
の
奏
臼
奏
．

金
校
生
徒
の
盒
唱
釜
蒋
幽
さ
灘
縫
贈
嬢
．

村
幽
さ
ん
は
聞
き
入
っ
て
舗
る
様
蘇
嚢

じ
た
、

　
｝
通
㊧
贈
塞
載
が
終
わ
嬢
．
蝿
嚢
織

表
驚
桐
盤
薩
樹
く
ん
翻
η
蘇
ぱ
騒
麟
繍

文
集
葎
あ
嬢
が
愚
嚢
謹
ざ
繍
諜
縷
驚
．

ま
彪
、
繍
つ
餐
巻
輿
野
燈
腫
灘
愚
び
健

来
驚
く
だ
さ
繍
。
に
鍵
お
礼
璽
奮
葉
蓬
述

ぺ
、
載
幽
さ
茄
は
講
卒
業
諜
姪
催
闘
灌

合
つ
て
謙
か
つ
た
．
ほ
3
莚
愚
薩
、
楼
趣

笑
顔
驚
竈
た
擁
談
し
た
。

　
輿
野
繊
饗
の
贈
墨
載
の
後
．
役
揚
糧

長
室
に
訪
糀
、
秘
の
教
奮
委
員
会
の
簿

へ
も
寄
贈
し
た
糖
＆
い
う
謹
＆
饗
糧
長

が
受
け
取
嬢
、
握
蕃
じ
ま
じ
た
、

　
3
月
1
7
日
㈲
、
な
か
さ
と
清
津
ス

キ
i
場
で
、
田
沢
ジ
ュ
ニ
ァ
ス
キ
ー

ジ
ュ
ニ
ァ
カ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で

す
。◆

小
学
2
年
　
男
子

　
1
位
　
富
井
孝
典

　
2
位
　
南
雲
裕
斗

◆
小
学
2
年
　
女
子

　
1
位
　
樋
口
由
希
子

　
2
位
　
広
田
知
里

◆
小
学
3
年
　
男
子

　
1
位
　
南
雲
和
希

　
2
位
　
高
橋
泰
輔

2
分
54
秒

3
分
6
秒

4　2
分分
1615
秒秒

2
分
1
5
秒

2
分
2
2
秒

◆
小
学
4
年
　
男
子

　
1
位
　
滝
沢
　
　
大

　
2
位
　
高
橋
雄
大

　
3
位
　
斎
喜
　
　
渉

◆
小
学
4
年
　
女
子

　
1
位
高
橋
杏
奈

　
2
位
　
大
島
美
咲

　
3
位
　
樋
口
慶
子

◆
小
学
5
年
　
男
子

　
1
位
　
滝
沢
　
　
光

　
2
位
　
渡
辺
雄
大

◆
小
学
5
年
　
女
子

　
1
位
　
関
谷
千
里

　
2
位
　
富
井
明
日
香

　
3
位
　
南
雲
淑
衣

1
分
4
4
秒

1
分
4
7
秒

1
分
4
8
秒

1
分
5
0
秒

1
分
52
秒

1
分
5
3
秒

1
分
3
8
秒

1
分
5
7
秒

1
分
4
4
秒

1
分
51
秒

2
分
9
秒

　
3
月
3
0
、
31
日
の
2
日
間
、
ユ
ー

モ
ー
ル
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
な

か
さ
と
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の

会
主
催
で
、
伊
藤
和
先
生
を
招
き
『
演

劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
古
新
聞
紙
を
縦
横
約
5
m
く
ら
い

の
正
方
形
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
参
加

者
全
員
で
周
り
を
手
に
心
を
合
わ
せ

て
ゆ
つ
く
り
と
そ
れ
を
持
ち
上
げ
て

い
く
と
、
空
気
圧
・
風
圧
の
関
係
で

頭
上
に
浮
か
ん
で
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
一
人
で
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ

る
と
、
手
を
離
し
た
と
き
古
新
聞
の

じ
ゆ
う
た
ん
は
空
中
で
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
、
高
く
浮
き
上
が
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
〈
か
ら
だ
〉
の
中
に
流
れ
る

『
海
（
イ
メ
ー
ジ
）
』
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
体
操
等
、
体
を
動
か
し
楽
し

◆
小
学
6
年
　
男
子

　
1
位
　
樋
口
寛
樹

　
2
位
　
樋
口
健
太

　
3
位
　
高
橋
一
樹

◆
小
学
6
年
　
女
子

　
1
位
　
樋
口
倫
子

　
2
位
　
杉
谷
日
向

　
3
位
　
高
野
真
奈
美

◆
総
合
男
子

　
1
位
　
滝
沢
　
　
光

　
2
位
　
樋
口
寛
樹

　
3
位
　
樋
口
健
太

◆
総
合
女
子

　
1
位
　
関
谷
千
里

　
2
位
　
樋
口
倫
子

　
3
位
高
橋
杏
奈

◆
ラ
ッ
プ
賞

　
男
子
　
滝
沢
　
　
光

　
女
子
　
関
谷
千
里

1
分
3
9
秒

1
分
4
0
秒

1
分
4
6
秒

1
分
4
5
秒

1
分
51
秒

1
分
5
3
秒

み
な
が
ら
、
い
か
に
自
然
に
（
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
）
、
そ
し
て
相
手

に
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
参
加
者
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
難
　
騨

　
　

繧
、
叢
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国艮年金に関するお知5世
雛．、．．一’　　　　　　　　　　　　．’『欝一鑛灘螺難獅難魏．雛・雛1一鰭蝋纈擁鐵灘撒躍購纏一灘

◆平成14年4月から第三号被保険者の届出先が変わります
　　国民年金の第三号被保険者に係る届出は、平成14年4月から配偶者の勤める事業主経由となり、健康保険の「被

　扶養者（異動）届」と一一緒に届出します。

◆第三号被保険者期間を有する方の年金の請求先が変わります
　　老齢基礎年金の請求については、平成14年3月までは市町村に請求することになっていましたが、平成14年4

　月より、国民年金の加入が第一号被保険者期間のみという方は今まで通り市町村に、第三号被保険者期間を有す

　る方は社会保険事務所に、年金の請求先が変わります。

◆平成14年4月から国民年金保険料の半額免除制度がスタート怯す
　　国民年金には、所得が少なく、保険料を納付することが困難な場合に、本人の申請によって保険料を免除する

　制度があります。平成14年4月からの申請免除制度は「全額免除」または「半額免除」の2通りとなり、原則前

　年の所得に基づいて判定を行うことになります。

　　国民年金保険料の全額・半額免除の基準は、次の表のとおりとなる予定です。

本人、配偶者、本人の属する世帯の世帯主のいずれもがそれぞれの場合のいずれかに該当していることが必要です。

釜額魏除の戴象懸なる被保険琶

①前年の合計所得金額が次の額以下のとき。

　○扶養親族等がいる場合…（扶養親族等の数十1）×35万円十24万円

　例えば、標準世帯（夫婦・子供2人）の場合は、年間所得金額が164万円（収入べ一スでは258万円程度）以下になります。

　o扶養親族等がいない場合…35万円

②被保険者又は被保険者の属する世帯の他の世帯員は、生活保護法による生活扶助以外の扶助その他の援助であって、厚生労働省

　令で定めるものを受けるとき。

③地方税法に定める障害者・寡婦の人で、前年の所得が125万円以下のとき。

④保険料を納付することが、著しく困難である場合。

　申請のあった日の属する年度またはその前年度において

　震災、風水害、火災その他これらに類する災害により、被害金額が財産の価格のおおむね2分の1以上である損害を受けたとき

　o失業により保険料を納付することが困難と認められるとき

　○事業の休止または廃止により厚生労働省が実施する離職者支援資金貸付制度による貸付金の交付を受けたとき

　※④の事由による場合は、申請の際にその事実を明らかにすることができる書類の添付が必要となります。

　失業の場合は、雇用保険のr雇用保険受給資格者証」またはr離職票」等の写し、離職者支援資金の貸付を受けた場合は、r貸

　付決定通知書」の写しの添付が必要となります。

業額魏除の対象灘麟i麺被傑険蓄i

①前年の合計所得金額が※68万円以下のとき

　※扶養親族等があれば、その有無及び数に応じて加算されます。

　また、所得の額の計算において、各種控除（生命保険控除、寄附金控除等は除く）があります。

　例えば、標準世帯（夫婦・子供2人）の場合は、年間所得金額が285万円（収入べ一スでは424万円程度）以下になります。

②被保険者又は被保険者の属する世帯の他の世帯員が、生活保護法による生活扶助以外の扶助その他の援助であって、厚生労働省

　令で定めるものを受けるとさ。

③地方税法に定める障害者・寡婦の人で、前年の所得が125万円以下のとき。

④保険料を納付することが、著しく困難である場合。

　申請のあった日の属する年度またはその前年度において

　○震災、風水害、火災その他これらに類する災害により、被害金額が財産の価格のおおむね2分の1以上である災害を受けたと

　き
　o失業により保険料を納付することが困難と認められるとき

　○事業の休止または廃止により厚生労働省が実施する離職者支援貸付制度による貸付金の交付を受けたとき

　※④の事由による場合は、申請の際にその事実を明らかにすることができる書類の添付が必要となります。

　失業の場合は、雇用保険のr雇用保険受給資格者証」またはr離職票」等の写し、離職者支援資金の貸付を受けた場合は、r貸

　付決定通知書」の写しの添付が必要となります。

◆平成14年4月から学生納付特例制度の対象が拡大されます
　　これまで対象から除かれていた夜間部、定時制過程及び通信制過程の学生の皆さんも、前年の所得が68万円以

　下の場合は学生納付特例制度の対象になります。
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暫
㊤

一参議院新潟選出議員補欠選挙】】■■■■■

　
　
撮

鎌鑛灘撚難

懲獲鐵懸灘
　蒸緩灘灘欝穫欝灘鐵鐵鞍

灘灘鑓懸瓢懸灘鑛鐘翻難灘難

鍛懸翻幾懸．麓欝鐵灘羅欝

羅灘懸懸灘灘趨麟難

灘講繋綴鑛欝懸顯馨麟麓緩

　欝1灘幾譲懸螢灘鑛縫纈

　欝欝縫叢灘慧鑛縷懸雛鑛

　灘懸縫難i灘欝灘縫灘霧灘i

　灘慧馨灘i慧i議灘灘

◆投票時間
　投票日当日、投票できる時間は次の通りです。

灘鞭繊

第1投票所 中里村総合センター 午前7時～午後8時

第2投票所 高　道　山　体　育　館 午前7時～午後8時

第3投票所 東田尻集落開発センター 午前7時～午後7時

第4投票所 清　津　峡　小　学　校 午前7時～午後6時

第5投票所 旧清津峡小学校土倉分校 午前7時～午後6時

第6投票所 倉俣集落開発センター 午前7時～午後8時

第7投票所 重地構造改善センター 午前7時～午後7時

第8投票所 田代生活改善センター 午前7時～午後6時

第9投票所 本　屋　敷　集　会　所 午前7時～午後8時

第10投票所 宮中集落開、発センター 午前7時～午後8時

第11投票所． 東田沢構造改善センター 午前7時～午後7時

第12投票所 市之越農作業休養施設 午前7時～午後7時

第13投票所 新里集落センター 午前7時～午後7時

第14投票所 清田山集会センター 午前7時～午後6時

◆投票期間及び時間
　投票できる期間及び時間は、4月11日（木》から4月27日出の午前

　8時30分から午後8時までです。

◆投票場所

　役場敷地内にプレハブを設置し、階段等を昇らずに不在者投票

　ができます。

◆候補者名ははっきりと

　投票しても書いた字が曖昧なものは無効となることがあります

　ので、候補者名ははっきりと丁寧に書いてください。

◆身体不自由なため自分で投票用紙に書けない人は、
投票所で係員に申し出れば代理投票の補助者から代

筆してもらえます。

　投票の秘密は守られますので、安心して申し出てください。

“　
　
懸

◆わからないこと、疑問に思うことがありましたら、気軽にご連

　絡ください。

　　　　　　中里村選挙管理委員会盈63－3111
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かんきめ 禦ぢ

軍成14年度狸犬痛予防注射の日程が決霧り訊た
　平成14年度犬の登録・狂犬病予防注射

溜　鼠i曜圓 、饗　　　揚 時　　間
旨

宮中集落センター 9：20～　9：30

旧　土　倉　分　校 9：50～　9：55

倉下冬期管理センター 10：05～10：10

おもやドライブイン 10：20～10：30

東田尻集落センター 10：35～10：45

白羽毛公民館前 10：55～11：05

　　　i
　　　i
　　　i
　　　1
　　　i
　　　i
　　　i
　　　i
　　　l
4月23日：火曜日
　　　i
　　　1
　　　i
　　　i
　　　i
　　　i
　　　i
　　　i
　　　i

田沢ノゲの車庫前 11：15～11：25

東田沢集落センター 11：35～11：45

田代集落センター 13：30～13：40

重地集落センター 13：50～14：00

倉俣集落センター 14：10～14：20

i
総合セ　ンター 14：30～15：20

5月19日i日曜日 津　南　町　役　場 13：15～14：00

※5月19日の津南町役場を除き、中里村以外では受けられませんのでご注意ください。

　ハガキを忘れずに持参ください。

◆手数料
　・新　規　6，100円（鑑札交付手数料3，000円、注射済交付手数料550円、注射料金2，550円）

　・更　新　3，100円（注射済交付手数料550円、注射料金2，550円）

◆問合せ先　中里村役場環境課　盈63－3111

犬を飼っている方でまだ登録をしていない方は必ず環境課に登録してください。

なお、予防注射の日に新規登録もできますので連れて来てください。

11

鑓．フンの処理は忘れずに1
　散歩中のフンは必ず持ち帰りましょう。できれば、家でさせるようにしつけましよう。

饗．必ずリードや鎖を付けて散歩する。

　散歩の際には必ずリードや鎖をつけ、人の横について歩けるようにしつけよう。

纏．犬を制止できるひとが散歩させる。

　子供などが散歩させ制止できないのは危険です。

難．小さな子供や幼児に注意する。

　子供がいる場所では、リードは短く持ちましょう。

　犬が急に飛びついて、子供がケガをすることがあります。

広報なかさと 平成14年4月10日



囹国回画

渡邉沙久楽ちゃん（1歳）⑱
宗一・幸子さん夫妻の二女（山崎）

　3人兄弟の末っ子、沙久楽ちゃん。

お兄ちゃんお姉ちゃんが小学生で元

気いっぱいなので、沙久楽ちゃんも

活発で元気な子。1歳とは思えない

しっかりとした足どりで歩き、走り

まわってます。

　香になり￥温かくなってきたので、

最近の日課はおばあちゃんと散歩。

外に出るのが大好きです。

　おかあさんはそんな沙久楽ちゃん

に、「やさしい子になってね。」と話

していました。

σ
一
一

　　労働保険の年度更新手続きはお早めに！グ

　　　　労働保険の年度更新手続きはお済みでしょうか。

申告書の提出と保険料の納付は、今年度は5月20日（日）が期限です。

　まだ、お済にでない方は、お早めに手続きをしてください。

　　　なお、詳しくは、労働基準監督署にお尋ねください。

　労働者を綴人でも雇霜ずる蓼業主は・

　労働保険《労災保険・雇翔保険）の加戴蕃続きが必要驚嘆。

十日町労働基準監督署　盈52－2079
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期
を
盤
か
鍵
融
雪
権
激
鰻
河
測
の
氷
撚

増
氷
腰
繋
き
謙
腰
継
。
例
難
融
雪
時
期
腫
ぽ
氷
面
撚
通

常
よ
璽
薙
翼
ー
懸
妙
以
墨
灘
が
鰻
ま
誹
。
諜
だ
．
溝
津

糊
懸
澄
ぽ
ダ
ム
燵

漢
る
放
流
響
溜
澗

の
氷
懇
慧
激
健
増

氷
嫉
謙
欝
。
爾
謙

だ
ぽ
難
気
温
揮
欝

騨
と
き
癒
8
ぽ
増

氷
が
蚤
想
懲
篇
諜

婁
の
餐
畑
腫
遜
づ

か
懸
麟
藤
う
儀
轡

て
く
だ
き
撚
。

住
宅
金
融
公
庫
が
廃
止
さ
れ
τ
、

も
う
融
資
は
受
け
ら
れ
な
い
の
か
？

●
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
5
年
以
内
に
公
庫
が
廃
止
さ
れ
て
も
、
そ
の
間
に
お
約

　
束
し
た
ご
融
資
に
つ
い
て
は
確
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
庫
融
資
は
最
長
3
5
年
の
固
定
金
利
で
す
の
で
、
健
全
で
安
定
的
な
返
済
計

　
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
完
済
時
の
年
齢
や
諸
費
用
な
ど
の
点
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
現
在
ご
返
済
中
の
方
も
、
こ
れ
か
ら
お
借
り
入
れ
い
た
だ
く
方
も
、
公
庫
の

　
廃
止
後
の
ご
返
済
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
公
的
な
機
関
（
独
立
行
政
法
人
）

　
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
引
継
に
際
し
、
お
客
様
に
は
一
切
ご
負
担
は
お
か
け
い
た
し
ま
せ
ん
し
、
金

　
利
な
ど
の
返
済
条
件
は
、
一
切
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
ご
返
済
が
苦
し
く
な
っ
た
際
の
ご
返
済
の
相
談
や
返
済
条
件
の
変
更
な

　
ど
も
親
身
に
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

●
「
つ
み
た
て
く
ん
」
（
住
宅
宅
地
債
券
）
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
お
客
様
に

　
お
約
束
し
た
こ
と
は
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
元
利
金
の
償
還
も
確
実
で
す
。

◎
ご
返
済
で
お
困
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
を
…

　
ご
勤
務
先
の
倒
産
等
の
事
情
に
よ
り
、
ご
返
済
が
著
し
く
困
難
と
な
ら
れ
た

と
き
は
、
返
済
期
間
の
1
0
年
延
長
な
ど
返
済
方
法
の
変
更
が
で
き
る
場
く
一
ロ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
公
庫
北
関
東
支
店
又
は
現
在
払
い
込
み
を
な
さ
っ
て
い
る
取
扱

金
融
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　　鑛　　饗　馨　闘灘

群
馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
1
i
8
1
8

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店

E
O
2
7
1
2
3
2
1
6
6
5
6

12



麟麟灘灘

俣
沢

倉
芋

人
子

昌
貴

橋
島

高
太

｛

｛大口光彦　　桂
中林裕子　十日町市

大ロトワ（93）重地

柳　　ンメ（95）本屋敷

井ノ川洋子（45）上　山

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

登月の納税匙振替圖

　嘉零…繕憲補助射i熟の変憂旛轍轟
村では、毎年克雪住宅の建築に補助金を交付してきましたが、平成15

年度より制度の見直しを行うことになりました。表の通り落雪式、高床

落雪式が平成15年度より補助対象外となります。

平成14年度まで 平成15年度から

融　　雪　式 対象（44万） 融　　雪　式 対象（44万）

耐　　雪　式 対象（44万） ，耐　　雪　式 対象（44万）

落　雪　式 対象（33万） 落　雪　式 対　象　外

高床落雪式 対象（33万） 高床落雪式 対　象　外

■固定資産税

ロ国　保　税

田介護保険料

ロ保　鳶　料

ロ土下氷道

（4月＄0田）

鱗月30田）

（4月30臼）

（4月30臼）

鱗月25田）

なお、平成14年度分の申請については下記の通り行っています。

◆申込締切　平成14年9月30日（月）

　　　　※工事着工前に申込みしてください。

◆対象者

村内に居住する方、または村内に居住する見込みのある方で克雪住宅

（融雪式、耐雪式、落雪式、高床落雪式）を建設（新築、増改築、改良）

及び購入される方。

◆補助対象金額

住宅の克雪化に要する工事費で250万円を限度とする。

◆補助金額

　・補助対象工事費　　2，500千円以内

　・補助対象経費　　　　660千円以内

　融雪式　　　　　　補助対象経費×2／3（440千円以内）

　その他　　　　　　補助対象経費×1／2（330千円以内）

※耐雪式については融雪式に含みます。

◆対象工事

平成14年4月1日から平成15年3月31日までに工事を完了するものに

限ります。（すでに克雪化された住宅の改良工事、以前に貸付金、補助

制度を受けた住宅は対象となりません。）

◆問合せ先　役場建設課管理係　盈63－3111
なお、克雪住宅協調整備事業の詳細につきましては建設課に要領があ

りますのでお問い合わせください。

●交通事故件数

●死　　者

●傷　　者
●死亡事故ゼロ

7件

1人

8人

72日

図
H
ク
ッ
キ
ソ
グ
ヒ
ー
タ
ー
体
験
料
理
教
室

◆
日
　
　
時
　
5
月
1
7
日
㈹
　
午
後
6
時
～
8
時

◆
内
　
　
容
　
　
「
家
族
で
楽
し
む
ア
ジ
ア
ン
料
理
」
　
・
あ
ん
か
け
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
ー
パ
ン
　
・
キ
ム
チ
春
巻
き
・
わ
か
め
の
韓
国
風
ス
ー
プ

◆
場
　
　
所
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
　
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

◆
募
集
定
員
　
1
8
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費
　
5
0
0
円
　
　
◆
申
込
締
切
　
5
月
1
4
日
ω
り

◆
申
込
み
先
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
　
盈
5
2
i
3
1
0
7

囲
成
1
4
年
度

　
中
里
村
で
は
平
成
1
4

度
も
式
典
会
場
内
に
一

の
こ
と
、
買
い
物
に
来

を
祝
福
し
ま
し
よ
う
。

◆
期
　
　
目
　
平
成
哲

　
　
　
　
　
　
午
前
9

◆
会
　
　
場
　
∪
モ
ー

◆
問
合
せ
先
　
中
里
村

年
5
月
3
日
㈱

時
3
0
分
受
付
　
扮
時
開
式
　
　
”
時
閉
式

ル
2
階
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

教
育
委
ロ
貝
会
生
涯
学
習
課
　
盈
6
3
1
2
4
9
3

成
人
式
－
般
参
席
の
ご
案
内

年
度
成
人
式
を
左
記
に
よ
り
挙
行
し
ま
す
。
今
年

般
席
を
設
け
ま
す
の
で
保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん

ら
れ
る
方
も
式
典
に
参
席
し
、
皆
さ
ん
で
新
成
人

13 広報なかさと　　平成14年4月10日
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／4月15目～5月5日＼

カレンダー
15（月） 胃がん・大腸がん検診　合保健センター

07：30～10二〇〇

i16㈹
胃がん・大腸がん検診　合保健センター
⊂）7：30～10：00

i17㈱
遊びの教室　合総合センター
09：30～10二〇〇受付

補聴器相談（リオン）　合役場

（D13二45～14：00
一
1
8
（

木）

・19囲 心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス、

tzンター　013二30～16：00
1
2
0
㈹

ミュージック・プラネ　合ユーモール
（D19：30～

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモi
一ノレ　　（D11：00～11：40

・22（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

015：30～16：00

、23㈹ 精神相談日　合老人福祉センター
（］i）13：30～14：30

．24㈱

、25休）

・26働

行政相談　合老人福祉センター
013二30～16：00

心配ごと相談（樋□虎治郎）合ディサービ
スセンター　013：30～16二〇〇

27㈹
ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモi
一ノレ　　（∋11：00～11：40

曇（月） ・
一
つぐ　・　12算一

女，　　》
鑑

30㈹
日本脳炎　合保健センター
014二〇〇～14：30受付

1㈱

日本脳炎　合保健センター
014：00～14二30受付

補聴器相談（リオン）　合役場

013二45～14：00

2休）

乳幼児身体測定・健康相談合保健センター
（D9：30～11：00受付

心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービス、

セ！ンター　（D13：30～16：00

働
・（±1

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ1
一ル　011：00～11：40

鰐繍

3月末現在（）は前月比

男3，212人（一10）

女3，226人（一20）

計6，438人（一30）

　　1，704　（一6）

●人ロ

●世帯数

隔
ノ
」
4
「

、
、
P
ノ

』
」
コ
捌

案
ツ
，

…罪讐
ピ

　
，
一
’
　
ド

向
▽
ず

、
注
翠

』
歎
黄

蕨
声

碑
レ才

　
記
［

げ
’

』
］
騨

受験資格　中学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力が

　　　　　あると認められる者で、調理業務に従事した経験

　　　　　が2年以上あるもの

試験日時　6月28日働　午後1時～3時30分

受験願書配布・提出先

　　　　　十日町保健所　十日町市高山857

願書提出期間　5月13日（月〉～5月20日（月）

　　　　　　　※上記期問経過後は受付できません。

受験願書受付締切　5月20日（月）

合格発表　6月28日囲　各保健所及び県庁

問合せ先　十日町保健所　盈57－2400

　『精神保健及び精神障害者福祉に関する法律』の一部改正に

より、精神保健福祉業務の一部が市町村で行われることになり

ました。

　なお、1・2については、従来どおり医療機関での代行申請

は可能です。

　詳しいことは、民生課福祉係又は保健衛生係までお問合せく

ださい。

　中里村役場民生課　E63－3111

4／14 下山口医院弾箭鰯

匿　4／21 大島医院響箭簿
▼　

　
　
層

）
」

大坪医院響魚讐1
4／28

上村病院糊3重2謬

　
新
年
度
が
始
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

所
で
新
し
い
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
年
は
随
分
と
雪
ど
け
が
早
く
、

小
・
中
学
校
の
入
学
式
は
と
て
も
い

い
天
気
で
、
と
く
に
清
清
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

い
つ
の
間
に
や
ら
『
ふ
き
の
と
う
』

が
出
て
、
春
を
通
り
越
し
て
夏
に
な

っ
た
よ
う
な
気
さ
え
す
る
日
が
あ
り

ま
す
。

　
間
も
な
く
桜
が
妻
有
の
里
に
咲
く

で
し
ょ
う
。
私
は
桜
が
好
き
な
の
で
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。


